






要約:昭和 52年より開始された先天代謝異常症のマススクリーニングがガスリ一法にて開

始されて 10 年以上経過し,各疾患の発生頻度を始め研究の進歩と,種々な問題点も判って

きたが,マススクリーニングの開始としての新生児よりの採血に関する問題点がいろいろ

指摘されている。

今回,採血濾紙に関する問題点を調査する目的にて,アンケート調査を全国 47 都道府県の

先天異常担当者に調査用紙を送付してその問題点を調査した。


